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第１回　国民健康保険事業の運営に関する協議会議事録  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期　日　：　令和７年８月２８日（木曜日） 

 

場　所　：　中標津町役場　１０１号会議室 
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○公益を代表する委員 佐々木　哲　夫

 
　　　　〃 石　田　康　雄

 　　　　〃 
須　郷　洋　機

 
○被保険者を代表する委員 土井上　佳　且

 
○保険医または薬剤師を代表する委員 森　田　直　秀

 
　　　　〃 久野木　健　仁

 

 
町 民 生 活 部 長

 
住 民 保 険 課 長

 
納 税 課 長

 
健 康 推 進 課 長

 
健 康 推 進 係 長

 
健 康 推 進 主 査

 
国保・高齢者医療係長

 
国保・高齢者医療主査

 
保 険 年 金 係 長



開会時刻　16 時 00 分 

 

住民保険課長：　本日は大変お忙しい中、ご出席頂きましてありがとうございます。 

定刻となりましたので、只今から、令和７年度第１回中標津町国民健康保険事業の

運営に関する協議会を開催いたします。 

　　　　　　　　 

本日の出席委員は、各代表委員１名以上を含めます過半数が出席してございますの

で、中標津町国民健康保険条例施行規則第４条の規定に基づき、会議の開催要件を満

たしておりますことを、ご報告申し上げます。 

　なお、本日、松田委員、川野委員、中島委員におかれましては、欠席とのご連絡が

ありましたのでご報告いたします。 

 

それでは、開会にあたりまして会長よりご挨拶申し上げます。 

 

会　　　　長：　本日は大変ご多用の中、国民健康保険事業の運営に関する協議会にご出席をいただ

きましてありがとうございます。 

また日頃より国民健康保険事業の円滑な運営に対しまして、ご支援ご協力をいただ

いておりますことに、厚く御礼を申し上げます。 

本日は、既にお手元に配付されてますように、令和６年度国民健康保険事業特別会

計決算についてと、保健事業についてを議題として協議を進めて参りたいと思います。 

この後、事務局よりご説明をいただきますが、委員の皆様には活発なご意見をいた

だきながら、円滑な運営に努めて参りたいと思っておりますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

住民保険課長：　佐々木会長ありがとうございました。 

　　　　　　　　続きまして、副町長よりご挨拶申し上げます。 

 

副 町 長：　皆様大変ご苦労様でございます。副町長の遠藤です。西村町長はあいにく本日から

公務出張中でございまして、本協議会の出席が叶わなかったことから、私から一言ご

挨拶を申し上げます。 

本日は、時節柄ご多用中のところ、令和７年度第１回国民健康保険事業の運営に関

する協議会にご出席を賜りまして誠にありがとうございます。 
また日頃より、本町の行政運営に対して多大なるご理解とご協力をいただいており

ますことに、この場をお借りして厚く御礼を申し上げます。 
　さて、本日は令和６年度の国民健康保険事業特別会計の決算状況及び保健事業に

ついての報告をさせて頂きます。 
 　詳しい内容については後ほど担当よりご説明させて頂きますが、決算状況につきま

しては、約４，４００万円の黒字決算となりまして、基金残高につきましては、令和

６年度末時点で約２億３，５００万円となったところであります。 
また、保健事業につきましては、健康づくりへの取り組み推進、特定健診の受診勧

奨等、病気の予防、早期発見に向け事業を進めているところでございます。 
国におきましては、平成30年度の国保改革から７年目となり、改革が概ね順調に実

施されているとの認識のもと、都道府県ごとの保険料水準の統一を目指すという方向

性を明確化しておりまして、北海道におきましても、これらを踏まえ令和12年度を目

標として協議を進めているところでございます。 
　本町としましても、国民皆保険制度の安定した事業運営に向けて、北海道の動向を

注視しながら、より一層、収納率の向上と加入者の健康保持増進による健康寿命の延

伸に取り組んで参りたいと考えております。 



 　結びになりますが、委員の皆様には、今後の保険税率の検討や、国民健康保険事業

の健全な運営に向けて、忌憚の無いご意見を賜りますようお願いを申し上げますとと

もに、委員皆様の益々のご活躍とご健勝を祈念申し上げまして、開会にあたっての挨

拶とさせて頂きます。本日はよろしくお願いいたします。 

 

住民保険課長：　副町長につきましては、この後他の公務がございますので、申し訳ございませんが、

ここで退席させて頂きますことをご了承願います。 

それでは、この後は会長に議事を進行して頂きたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 

会　　　　長：　それでは、議事録署名委員の選出の前に事務局より、本年度４月１日付けで人事異

動のあった職員の紹介をお願いします。 

 

町民生活部長：　はい、それでは私の方からご紹介をさせて頂きます。 

納税課長の　田附でございます。 

 

納 税 課 長：　田附です。よろしくお願いいたします。 

 

町民生活部長：　以上であります。 

 

会　　　　長：　よろしくお願いいたします。 

続いて、議事録署名委員２名の選出ですが、議長が指名させて頂いてよろしいでし

ょうか。 

 

　　　　　　　〔「よろしいです」と呼ぶ声あり〕 

 

会　　　　長：　ありがとうございます。では、議事録署名委員に、石田委員と森田委員にお願いい

たします。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

会　　　　長：　では、さっそく議事に入りたいと思います。 

　　　　　　　　議案第１号「令和６年度国民健康保険事業特別会計決算について」を事務局より説

明をお願いします。 

 

国保・高齢者医療係長：　国保・高齢者医療係長の勝瀬です。よろしくお願いいたします。 

私から、議案第１号「令和６年度国民健康保険事業特別会計決算について」をご説

明いたします。 

 

　　　　　　　〔以下、国保・高齢者医療係長説明〕 

 

会　　　　長：　説明が終わりましたので質疑、ご意見を受けます。何かございませんか。 

 

須 郷 委 員：　３ページの国保加入数や加入率が令和２年から少なくなっていって、令和６年は加

入率が２５．３１％と国民健康保険に入ってた人が社会保険に変わって少なくなって

しまったということですか。 

 

国保・高齢者医療係長：　はい。今おっしゃられたとおりで、社会保険の適用拡大ということで対象が拡大さ



れたことで、国民健康保険から社会保険に移られた方が結構多くいらっしゃったの

と、後は、後期高齢者医療制度で 75 歳以上になった時点での、国民健康保険からの

移行というところです。これは団塊の世代の部分が大きく影響していると考えてお

ります。 

 

須 郷 委 員：　ということは、国民健康保険の加入者数は少なくなってしまっているけれども、後

期高齢者医療制度や社会保険の方に入っているから、健康保険に入っていない人はい

ないということでよろしいですか。 

 

国保・高齢者医療係長：　はい。おっしゃるとおりです。 

 

会　　　　長：　よろしいですか。 

 

須 郷 委 員：　はい。 

 

会　　　　長：　わかりました。他に何かございませんか。無ければ次の議案に移ってよろしいでし

ょうか。 

 

　　　　　　　〔「よろしいです」と呼ぶ声あり〕 

 

会　　　　長：　はい。では、議案第２号「保健事業について」事務局より説明をお願いします。 

 

健康推進係長：　健康推進係長の田中です。議案第２号「保健事業について」をご説明いたします。 

 

〔以下、健康推進係長説明〕 

 

会　　　　長：　説明が終わりましたので質疑、ご意見を受けます。何かございませんか。 

 

　　　　　　　〔「ありません」と呼ぶ声あり〕 

 

会　　　　長：　それでは他に何か事務局からありますか。 

 

住民保険課長：　ありません。 

 

会　　　　長：　無ければ、これをもちまして、本日の議題については全て終了しました。委員の皆

様大変ありがとうございました。今後とも国保事業が健全で安定した運営になります

ようご協力ご理解をお願い申し上げまして、閉会いたします。 

 

住民保険課長：　本日は大変ありがとうございました。 

 

閉会時刻　16 時 33 分 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議事録署名委員 
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